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たのでは、自分達が今までさぼっていたと思わ

れる”と考えるかも知れません。“悪いところ

を直してやる”という姿勢では、返って状況を

悪くするだけでしょう。

アセスメントは「実態の探査」であり、実施す

る時のポイントとして、プロジェクトが実際に

行っている方法、遭遇した問題（問題と認識し

ているかどうか不明）、プロジェクトの結果、

等の『事実』に焦点を絞ることです。そしてこ

うしたアセスメントの結果から、その組織の

「プロセス・レベル」を判断し、そこからレベ

ルに適した改善のためのアプローチを導きだす

のですが、現実問題として、プロセス・レベル

は始めから分かっている事が多く、その様なプ

ロセスに対して、追い撃ちをかける必要はない

でしょう。

特 に 『 初 期 の レ ベ ル 』 に は

「幅」があり、その状況によっ

ては直ちに前進を始める事が出

来ず、技法の修得や共通の意識

を持つところから始める必要があっ

たりします。遠回りのように思われるかも知れ

ませんが、土が荒れていれは何を植えても育ち

ません。逆に土さえ作れば、種を蒔くだけで済

むし、敢て蒔かなくとも、何処からか飛んでき

て芽を出すものです。

アセスメントを実施する上で最も重要なこと

は、問題点を指摘することではなく隠れた能力

を掘り出すことです。プロセスに存在する幾つ

かの問題について、それを解く力を持っている

か、すでにそれを解いた事のある人がしばしば

居るものです。もちろん正確にいうと「類似の

問題を解いたことがある」というべきですが、

それでも彼の経験は大いに活かされるべきで

す。ただ彼には、自分から進んで名乗りを挙げ

られない事情があるのです。彼が表に出てこな

い組織に於ては、迂闊に改善の提案をしようも

のなら、間違いなく実施の責任が“言い出しっ

ぺ”に戻って来てしまいます。当然彼には仕上

げる自信などありませんし、その様な事をお互

いに相談できる状況でもありません。

日本の状況を考えると、アセスメントでこの様

な人を探し出し、彼が行動を起こせるように側

面から支援し、準備を整えたところで表に出し

てやることが重要になってくるでしょう。

外から問題点を指摘されて、その指示に従うこ

とで当面の状況は改善したとしても、自ら問題

点を見つけ出しそれを解決して行くための行動

規範を持たない限り、その効果はせいぜい数年

で消えてしまい、元の「混沌」の状態に戻って

行くだけです。そして２度目の「混沌」は、１

度目よりも根が深くなります。

　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

ソフトウェアの開発組織にとって、重要な問題

点を指摘し、改善すべき道筋を立てる為に現状

を知らなければなりません。ハンフリーはここ

でアセスメントの実施を求めているのです。こ

こで提唱されているアセスメントは単に現在の

状態を知るだけではなく、次の３つの点を目的

としています。

　１）組織がどう動いているか知ること。

　２）主な問題点を知ること。

　３）オピニオンリーダーを変更プロセスに巻

　　　き込むこと。

ここで云うアセスメントはソフトウェアの『監

査』とは違います。ソフトウェア開発作業の監

査は、公式に承認されたプロセスに従っている

ことを保証するもので、その様な公式プロセス

が定められていない状況では監査は出来ませ

ん。

旨く機能していないプロセスに対して、『苦し

んでいるのは自分達の問題点を解決できないか

らではなく、自分達の問題点を見ようとしない

からである』と John Gradner が言うように、そ

の様な組織では、何が問題なのか掴めていない

のです。その組織の中にいる人達にとっては、

何と言われても、今そこで行っている、その方

法しか持ち合わせていないのです。“遅い”と

か、“品質が良くない”とか言うのは比較の問

題であって、基準になるものを持っていなけれ

ば、何が問題なのか分からないはずです。

例えば、残業が多かったり欠陥を

多く出すといっても、その様な作

業方法しか持ち合わせていない人

にとって、“残業や欠陥が多い”

という事実は認識出来ても、その

ことが「問題」とは認識できると

は限りません。彼らもわざとその

様な状況を作り出している訳では

ないのです。

作業に必要以上の時間がかかったり、多くの欠

陥を出すのも、これらは全て行為の『結果』で

あって、この結果を産み出す行為（原因）を変

えない限り、これらの『結果』が変わることは

ありえません。多くの場合、それらのプロセス

では、この様な「結果」を変えようと試みるこ

とはあっても、行為を変えるところに至らない

ために、「結果」を変える試みは挫折し、その

内にその様な「行為」そのものが“存在しえな

い”ものと思うようになり、次第に「問題」と

して認識されなくなるのです。

そして「問題」の認識がない以上、解決策など

何処を叩いても出てきませんし、この様なプロ

セスに対して、ソフトウェアの「監査」は何の

役にも立ちません。

ただ唯一の救いは、彼らはそのことに対して

「問題」という認識はなくても、“何とかした

い”という意識まで失ってはいないことです。

これに対してソフトウェア・アセスメントは、

「ソフトウェアの組織をレビューして管理者と

担当者にどうすれば作業を改善できるかを助言

すること」です。

ここで、ハンフリーのいうアセスメントは、明

確に訓練されたアセスメントチームを構成する

所から始まり、２週間程度かけてアセスメント

を実施し、そこで発見された「問題」の内容

と、それに対する行動勧告を現場

の管理者に送り、これに基づいて

現地で計画立案と実行のための行

動チームを結成します。先のアセ

スメントチームは、この期間中、

行動チームに対してフォローアッ

プを行うことになりす。

残念がら、現時点に於て日本の多くのソフト

ウェア・プロセスでは、この様な形でアセスメ

ントを実施することは無理でしょう。ソフト

ウェア開発を単にプログラムを書くことと同じ

に考えていたり、自分の成果物に対して『評

価』されることに慣れていない、或いは拒否さ

えする状況においては、如何なる「行動勧告」

も意味を成さないでしょう。

それでも、現状を認識する為には、何らかの形

で、アセスメントのような行為が必要なことは

確かです。

アセスメントを実施する上で重要なことは「信

頼関係」です。「査定する側とされる側」とい

う関係では、効果的なアセスメントは望めませ

ん。プロセスのメンバーはアセスメントチーム

に本当の事を告白する義務はないのです。もち

ろん彼らも“何とかしたい”と思っているので

すが、そのことを、目の前にいるアセスメント

チームの人に話して、そこから改善の手立てを

得ようと考えるか、それとも、“自分達で出来

なかったことが、何で彼らに分かるものか”と

考えるかは、「信頼関係」以外にありません。

時には、“自分達が何度も取り組んで実現しな

かったのに、ちょっとしたアドバイスで実現し
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か
　
　
　
　
ね

暁暁

鐘鐘

のの

音音
20

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
全
て

の

Ｓ

Ｅ

に

当

て

は

ま

る

こ

と

で

す
。
Ｓ
Ｅ
一
人
ひ
と
り
が
生
産
性

を
意
識
し
、
そ
の
為
に
必
要
な
思

考
方
法
や
技
法
、
新
し
い
技
術
と

い

っ

た

も

の

を

取

り

込

む

努

力

（
＝
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
）
を
自
ら

の

意

志

と

責

任

で

続

け

な

け

れ

ば
、
ソ
フ
ト
産
業
そ
の
も
の
が
成

り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｔ
教
授
の
レ
ス
タ
ー
・
サ
ロ

ー

氏

は

『

日

米

独

の

労

働

力

の

質

』

に

つ

い

て

述

べ

て

い

る

中

で
、
「
人
口
の
二
○
％
を
占
め
る

大
学
教
育
を
受
け
た
労
働
力
を
比

べ
る
と
、
米
国
が
最
も
熟
練
度
が

高
い
。
米
国
人
は
十
八
歳
の
時
点

で
は
遅
れ
気
味
だ
が
二
六
歳
で
は

優
れ
た
大
学
院
教
育
に
よ
っ
て
、

世
界
で
最
も
高
度
に
教
育
さ
れ
て

い

る

。
米
国
人
は
機
械
的
な
暗
記

上
す
る
可
能
性
は
殆
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
〈
た
だ
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
は
い

ら
な
い
〉
と
い
う
こ
と
は
、
一
人

の
選
手
の
守
備
範
囲
を
広
げ
、
生

産
性
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
も
う
一
つ
指
摘
さ
れ
て
い
る

問
題
は
、
無
責
任
な
「
多
段
階
下

請
け
構
造
」
で
す
。
こ
の
よ
う
な

形
態
が
全
て
悪
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
結
果
下
流
工
程

の
ソ
フ
ト
会
社
に
は
〈
た
だ
の
プ

ロ
グ
ラ
マ
〉
が
溢
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。
そ
し
て
彼
ら
〈
た
だ
の

プ

ロ

グ

ラ

マ

〉

が

リ

ス

ト

ラ

ク

チ
ャ
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
救
済

方
法
と
し
て
更
に
作
業
を
小
さ
く

刻

ん

で

外

注

に

出

し

た

結

果

、

「
多
段
階
下
請
け
構
造
」
が
出
来

上
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
一
旦
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル

が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
で
、
誰
も

こ
の
回
転
を
止
め
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
の
で
す
。

今
や
こ
の
よ
う
な
〈
た
だ
の
プ
ロ

グ
ラ
マ
〉
だ
け
の
ソ
フ
ト
会
社
は

存
在
の
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

は

言

っ

て

も

ソ

フ

ト

業

界

全

体

が

、

目

が

覚

め

た

ら

全

て

が

変

わ
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
に
は
行

か

な

い

で

し

ょ

う

か

ら

、

一

時

的
、
或
い
は
限
ら
れ
た
存
在
と
し

て
成
立
す
る
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
こ
に
い
る

プ
ロ
グ
ラ
マ
は
、
自
ら
の
意
志
で

リ

ス

ト

ラ

ク

チ

ャ

し

、

次

の

ス

テ
ッ
プ
に
移
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

今
年
の
七
月
に
「
日
経
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
」
の
紙
上
で
「
プ
ロ
グ
ラ
マ

が
危
な
い
」
と
い
う
特
集
が
組
ま

れ
ま
し
た
。
多
く
の
関
係
者
が
読

ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
こ

で
足
を
止
め
て
考
え
た
人
は
何
人

い
る
で
し
ょ
う
か
。
一
般
に
新
聞

や
雑
誌
の
記
事
は
、
読
ん
だ
と
言

う
だ
け
で
、
読
者
の
思
考
を
奮
い

立
た
せ
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

昨
年
の
六
月
頃
に
は
、
ま
だ
〈
西

暦
二
０
０
０
年
に
は
○
○
万
人
の

Ｓ
Ｅ
が
足
り
な
い
〉
と
い
う
コ
ピ

ー
が
流
れ
て
い
た
の
に
、
一
年
も

経
た
な
い
う
ち
に
天
国
と
地
獄
を

経
験
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
不
況
で
ソ
フ
ト
会
社
に
於

け
る
企
業
内
失
業
者
も
相
当
数
に

上
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
は

年
内
に
景
気
が
立
ち
直
る
と
見
込

ん

で

抱

え

込

ん

で

い

る

た

め

で

あ
っ
て
、
回
復
見
込
み
が
な
い
と

分
か
っ
た
時
点
で
耐
え
き
れ
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
日
経
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
の
記
事

よ
る
と
、
第
一
に
〈
た
だ
の
プ
ロ

グ
ラ
マ
は
い
ら
な
い
〉
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
ま
で
の
状
態
は
、
野

球
で
言
え
ば
一
人
の
守
備
範
囲
が

狭
い
た
め
に
二
○
人
も
の
選
手
が

守
備
に
つ
い
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
、
こ
れ
で
は
コ
ス
ト
が
か
か
る

だ
け
で
な
く
、
選
手
の
能
力
が
向

確確
実実
なな
投投
資資

「
〈
若
さ
〉
と
は
人
生
の
一
時
を
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
心
の

状
態
を
い
う
の
だ
。
　
逞
し
い
意
志
、
優
れ
た
創
造
力
、
炎
ゆ
る
情

熱
。
怯
懦
を
乗
り
越
え
る
勇
猛
心
、
安
逸
を
振
り
切
っ
て
冒
険
に
立

ち
向
か
う
意
欲
、
こ
う
い
う
心
の
状
態
を
〈
若
さ
〉
と
い
う
の
だ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
）

亡
く

な
っ

た
将

棋
の

大

山
名

人
は

、
ウ

ル
マ

ン

の
云

う
〈

若
さ

〉
の

象

徴
の

様
な

人
で

あ
る

。

数
々

の
タ

イ
ト

ル
を

獲

得
し

た
だ

け
で

な
く
、

ト
ッ

プ
一

○
に

与
え
ら

れ
る

「
Ａ

級
」

を
、
亡

く

な

る

ま

で
の

四

十

数

年
間
、
一
度
も
落
ち
る
こ

と
な
く
維
持
し
続
け
た
こ
と
は
、

タ
イ
ト
ル
を
取
る
よ
り
も
難
し
い

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
間
二

度
の
ガ
ン
手
術
を
克
服
し
て
の
Ａ

級

維

持

で

あ

る

こ

と

を

考

え

る

と
、
並
の
〈
若
さ
〉
で
は
な
い
。

人
間
、
こ
こ
ま
で
〈
若
く
〉
在
り

え
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な
い
こ

と
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

勿
論
病
気
が
ち
で
は
〈
若
く
〉
在

り
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ

う
が
、
病
気
で
な
い
か
ら
と
言
っ

て
〈
若
い
〉
と
は
限
ら
ず
、
実
際

年

若

く

し

て

既

に

〈

若

さ

〉

を

失
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ

ん
。

今
日
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
八

○
歳
に
達
し
た
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
も
医
療
技
術
が
向
上
し
て
、
死

な
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
で
、
決
し
て
〈
若
い
〉
期
間
が

伸
び
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
五
○
歳
前
半
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
ボ
ケ
の
症
状
が
見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

、

と
っ
く
の
昔
に
〈
若
さ
〉
を
失
っ

て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
ウ
ル
マ
ン
の
詩
を
紹
介

し
ま
す
。

　
人
は
信
念
と
共
に
若
く
、

　
　
　
疑
惑
と
共
に
老
ゆ
る
。

　
人
は
自
信
と
共
に
若
く
、

　
　
　
恐
怖
と
共
に
老
ゆ
る
。

　
希
望
あ
る
限
り
若
く
、

　
　
　
失
望
と
共
に
朽
ち
る
。

今月の一言

で
は
な
く
、
学
ぶ
こ
と
が
創
造
的

経
験
と
な
る
よ
う
に
教
育
さ
れ
て

い
る
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
は
自
分
の
人
生
を
自
分
で

切

り

開

く

と

い

う

姿

が

伺

え

ま

す

。

別
の
研
究
で
は
、
米
国
で
は
ど
の

時
点
を
と
っ
て
も
、
職
業
の
三
割

は

五

年

前

に

は

存

在

し

て

い

な

か
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
米
国
民
の
適
応
能
力
の
高

さ
を
表
わ
し
て
お
り
、
常
に
産
業

界
全
体
で
凄
ま
し
い
ば
か
り
の
リ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
勿
論
そ
の
裏
に
は
、
リ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
出
来
ず
に
、
失
業

の
憂
き
目
に
あ
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
も

数
多
く
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

少
し
景
気
が
悪
く
な
る
と
レ
イ
オ

フ

で

体

制

を

建

て

直

せ

る

米

国

と
、
終
身
雇
用
が
崩
れ
て
き
た
と

は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
「
会
社
に
身

を
寄
せ
る
」
と
い
う
意
識
が
強
い

（
不
況
の
時
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強

く
な
る
）
日
本
と
を
比
べ
る
こ
と

は
正
し
く
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と

は
、
そ
の
様
な
産
業
の
リ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
を
支
え
て
い
る
の
は
、
労

働
者
一
人
ひ
と
り
の
リ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
へ
の
取
り
組
み
だ
と
言
う
こ

と
で
す
。
彼
ら
は
自
己
投
資
の
形

で
自
ら
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
を
実

現
し
て
行
き
ま
す
。

そ
こ
に
必
要
な
の
は
、
自
分
に
対

す
る
信
頼
で
し
ょ
う
し
、
自
分
を

裏
切
ら
な
い
と
い
う
確
信
で
し
ょ

う
。
こ
の
信
頼
と
確
信
が
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
己
へ
の
資
本
投

下

は

決

し

て

外

れ

る

こ

と

の

な

い
、
一
○
○
％
確
実
な
『
投
資
』

と
な
る
の
で
す
。

技
術
動
向
や
社
会
の
動
き
を
察
知

し
、
進
ん
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
行
く
姿
勢
は
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
も
必
要

な
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
◆

リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
へ
の
投
資


